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35･ 各 種 ガス の賂縮


















U(r)-U.[吉 (‡)n-㌃宝 (‡)6] n-9 (1)
単位体積当 りの分子密度 n(r)(-一定 )とすればr-Oの点に及ぼす容器全体の分子のもつポ
テンシャルの影響は,





































面で欄 く,exp(一か ,/kT)(存在確率比 )は･1･0よりかな｡大きく･ボルツマン統計はや
ぶれている｡詳細釣合の原理より,気相から液相に流入する分子数は,液相から気相に流出す
る分子数に等しく,気相のポテンシャルを0とすれば,液面で0より大なるエネルギーを持つ
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Fig9 ･`Reiatidn･ship■betve叫 'pt- V･',/p乙VL-a.log(Y･･/V･I)(Ref･lI
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